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９条地球憲章の会





　この会は、安倍政権が改憲へ向けて集団的自衛権を認め、安保法制を強行したその危機意識のなかで発足した。呼びかけ人には法学者や教育関係者とともに美術や音楽関係者、市民（調布市民多数）が名を連ねた。


　今年６月に、憲法前文と９条の理念を深め発展させることを願い<９条の精神に基づいて核兵器はもとより、いっさいの武力と暴力を排し、世界のすべての人びとが平和に生きる権利の実現をめざす>「地球平和憲章」をまとめ、国連採択を見据え内外に公表した。





日本国憲法は崇高な理念と使命を宣言





　前文で世界のすべての人びとが「平和のうちに生存する権利」があることを認め、９条の戦争放棄と非武装の思想を世界に広めることを「崇高な使命」とし、それへ向けて不断の努力をすることを世界に向けて宣言したもの。


アジアにおける憲法９条





　同時に９条は、アジア２０００万の人びとへの残虐・非道な加害に対する謝罪と反省の誓いである。アジアの人たちは、そのように理解し日本を許したのであり、日本の再軍備と改憲は誰も望んでいない。日本では、アジアにおける平和構築の視点からの９条のとらえ方が弱いのではないかという指摘がアジアの識者からされている。





戦争は正義・不正義の区別なくすべて悪





　戦乱の中で培われた平和思想（ルソー、カント、ユーゴーなど）の流れに沿い、戦争のおぞましさを知った人びとの中から、戦争は正義・不正義の区別なくすべて悪であり、違法だと言う運動が拡がり、第一次世界大戦後、戦争そのものを違法とする「不戦条約」（１９２８年）を創り出した。





無差別爆撃や原爆は、戦争が人道に反することを決定づけた





　第二次世界大戦における無差別爆撃、さらに原爆の出現は、私たち自身が戦争のおぞましさを体験し、戦争が人道に反することを決定づけた。





９条を提案した幣原喜重郎





　不戦条約成立時、外務大臣だった幣原首相は、世界大戦の歴史状況の中で、自身の経験も踏まえ９条を発案した。日本を丸腰にするためマッカーサーが押しつけたとの俗論はフェイクに他ならない。マッカーサーは幣原の発案を「ステイツマンシップ、先見の明、叡智の記念塔」と評している。





「地球時代」の開幕





　第二次世界大戦の終結と国際連合の成立は、帝国主義と植民地支配の時代の終焉と、平和と人権の共生を理念とする新しい時代、人類と地球の新たな発見に基づく「地球時代」の開幕を示した。国連決議の第１号が核軍縮だったことは象徴的。今ようやく「核兵器全面禁止条約」があと５カ国の批准で発効するところまできている。


　日本国憲法は、国連憲章と響き合い、さらに先を行くもので、その非戦・非武装・非暴力の理念は、地球時代の現代において一層輝きを増す。





コロナ禍における「地球時代」の共生の視点





　コロナ禍のパンデミックを通して、世界の貧困と人権格差が顕わになってきた。人類の連帯と協調が求められているときに、国レベルの軍拡競争、ワクチン買い取り競争などは許し難いことだ。気候変動危機や新型ウィルスのパンデミックなど、「地球時代」における自然と人間の共生の重要さ、新自由主義的経済格差拡大のグローバリゼーションに抗う全人類的な新たな協同や連帯の課題が見えてきた。世界のすべての人びとの平和に生きる権利を宣言した日本国憲法は「世界の宝」であり、人類と地球環境の危機に対峙する「地球平和憲章」の呼びかけは、９条の理念を世界に広げ、９条を守る力にもなる。





｢地球平和憲章(日本発モデル案)｣の構成


Ⅰ 前文


(１)人類最大の夢は世界から戦争をなくすこと、(２)地球時代の視点から、(３) 日本からの発信


Ⅱ‐１ 理念と原理


(１)非戦、(２)非武装、(３)非核、(４)非暴力、(５)平和に生きる権利


Ⅱ-２ 人類の夢を実現するために


(１)平和の文化と教育、(２)国際法の発展と新しい国際秩序の形成


　（三宅　征子・記）





　調布｢憲法ひろば｣は９月27日(日)13時半から、たづくり映像シアターで例会。「コロナの脅威を前にして『地球平和憲章』を考える」と題し、９条地球憲章の会代表の堀尾輝久さん（写真左上、東大名誉教授、調布「憲法ひろば」世話人）に聴き、定数制限の会場に37人が参加。司会は石川康子(写真左下)、写真は鈴木彰、レポートは三宅征子の各世話人が担当した。　　　　　（編集部）








発行:調布九条の会「憲法ひろば」


----------------------------------------------------------


〒182-0022 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





第184号





9月29日


２０２０年





E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://choufu9jou.sakura.ne.jp





�





�





***********************************************************************************************************








�





�





�








